
（補足説明） 

 

教養学部・総合文化研究科のみなさんへ 

 

2012  IARU Global Summer Program 派遣学生の募集について 
  

標記について、申請を希望する学生は、募集要項等一式を熟読の上、以下の手順で応募書

類を提出して下さい。 

 

【提出先・問合せ先】 

教養学部 駒場 IO サポートセンター（アドミニストレーション棟 1 階） 

     電 話： 03-5454-4586／03-5454-6312 

     メール： ryugakusei-g@adm.c.u-tokyo.ac.jp 

 

【〆切及び留意点】 

☆2 月 23 日（木）16：30 までに上記提出先に応募書類一式を提出して下さい。 

なお、①派遣申請書（Word ファイル・署名前のもの）、②Application Form（Word  

ファイル）、③成績評価係数計算表（Excel ファイル）については、応募締切日までに、 

メール添付でも駒場 IO サポートセンター宛に送付してください。 

件名 ： 2012 IARU GSP 派遣申請（教養学部○年／総合文化修士○年／総合文化博士 

○年／氏名） 

データファイル名：「（所属・氏名）2012 IARU GSP 申請書」 

         「（所属・氏名）2012 IARU GSP Application Form」 

                 「（所属・氏名）2012 IARU GSP 成績評価係数計算表」      

 

【応募書類について】 

① 2012 IARU Global Summer Program 派遣申請書（所定様式・和文） 

申請書欄 16、17 が記入済であることを確認した上で上記提出先へ提出して下さい。 

申請書欄 16 については、学部 1 年生はクラス担任、学部 2 年生は内定先の教員の署名

を貰ってください。 

申請書欄 17 については、下記の窓口で説明を受けた後、署名を貰って下さい。 

（学部 1 年生）教養学部前期課程係 ③番窓口 

（学部 2 年生）24 年度に進学予定の学部担当窓口 

（学部 3 年生）教養学部後期課程係 ④番窓口 

（学部 4 年生）24 年度に進学予定の研究科担当窓口 

（大学院生）総合文化研究科大学院係 ⑤番窓口 



②  2012 IARU Global Summer Program Application Form（所定様式・英文） 

記入にあたっては、不備のないよう気をつけてください。 

③成績評価係数計算表（所定様式） 

正確に入力して下さい。計算ミスがあった場合、推薦順位について不利になる場合があ

ります。 

＊①～③の様式は、本学「海外留学の案内」ホームページからダウンロードすること。 

 http://www.adm.u-tokyo.ac.jp/res/stuex/university/un_iaru_gsp.html 

④大学入学後の全学期の成績証明書（英文又は和文）の写し 

⑤英語能力を証明する書類 

 原則として、英語能力を証明できるものとして、次のいずれかを提出すること。 

 ・以下の英語能力試験（1 つ以上）を受験している場合は、その成績証明書の写し： 

  TOEFL PBT/iBT/CBT、IELTS、TOEIC、実用英語技能検定 

  （受験後にウェブ上で確認できるスコアの写しでも可とする） 

 ・その他の英語能力試験等の成績証明書を提出する場合は、その成績証明書の写しと併 

せて、その英語能力試験等に関する説明文書（様式任意。ただし A4 サイズ）を提出す 

ること。説明文書の内容には、試験概要や、上記の英語能力試験への成績換算表等を 

含めること。 

 ・英語能力試験等を受験していない場合は、参加コースを受講するのに必要な英語能力 

を有していることを説明する理由書（様式任意。ただし A4 サイズ）を提出すること。 

（例：英語圏の高等学校を卒業、等） 
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 2012 IARU Global Summer Program派遣学生 学内募集要項 
2012.01.13 

 
１．概要 

IARU Global Summer Program（以下 IARU GSPとする）は、世界の IARU（※）加盟 10大学が、6月
～8月の 2～5週間程度、加盟各大学の学生向けに開講する短期の留学プログラムです。授業は英語で行われ、
各コースには世界トップレベルの IARU加盟各大学の選考を経て推薦された学生が参加します。 
本募集要項により、2012 年夏期に実施される IARU GSP（東京大学で開講されるコースを除く）への派
遣学生を募集します。 
※IARU（イアルー：International Alliance of Research Universities、国際研究型大学連合）： 
将来のグローバルリーダーを養成する世界トップクラスの 10の研究型大学からなる大学連合。研究・教
育の様々な連携を行うことを目的として 2006年 1月に設立された。 

 
２．開催地 

IARU 加盟 10大学 
オーストラリア国立大学、スイス連邦工科大学チューリッヒ校、シンガポール国立大学、北京大学、カ

リフォルニア大学バークレー校、ケンブリッジ大学、コペンハーゲン大学、オックスフォード大学、東

京大学、イェール大学 
 
３．開講期間・開講コース 

2012年 6月～8月の 2～5週間程度・10大学 21コース 
 詳細は IARU GSPホームページで確認すること。URL：http://www.iaruni.org/gsp 
※以下の東京大学において開催されるコースは、本募集による応募申請は必要なく、本学学生は通常の

授業として受講できる。受講を希望する場合は、2012年夏学期の履修登録時に履修手続を行うこと。他
学部聴講となる場合は、所定の手続きに従って履修登録を行うこと。 

     ・Sustainable Urban Management （工学部開講） 
     ・Nanoscience （工学部開講） 
     ・Japan in Today's World （教養学部開講） 
 
４．派遣学生数 

各コースに 2名程度ずつ派遣する。各コースの受入可能人数によっては 3名以上の場合もある。 
 
５．参加資格 

 以下の要件をすべて満たすこと。 
（１）参加コースに必要な英語能力を有すること。参加コースを受講するのに必要な英語能力は、TOEFL iBT 

80～100、またはそれに相当するものを目安とする。ただし、学内選考は志望理由等も含めて総合的に行
われるため、目安に満たない場合でも申請は妨げない。 
（２）申請時及び派遣期間を通じ、本学学部又は大学院研究科・教育部の正規課程に在学する者。（休学者を

除く） 
（３）参加コースが求める条件を満たすこと。コースによっては学年・専攻分野等の条件が設けられている
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場合がある。 
（４）申請の際には、平成 24年度夏学期の授業・試験日程を各自事前に確認の上、履修において不利益とな
らないよう注意すること。また、派遣時における本学の指導教員等が既に分かっている場合は、本プログ

ラムに申請することを事前に報告し、了承を得た上で申請書の所定の欄に署名を受けること。上記に該当

する教員等がいない学生は、派遣時に所属する予定の部局の担当部署（※）にその旨報告・相談すること。 
（５）派遣時に所属する予定の部局の担当部署（※）に相談し、申請前に派遣に関する学務上の留意点の説

明を充分受け、申請書の所定の欄に署名を受け、納得した上で申請すること。 
（６）本プログラムに参加し所定の要件を満たした場合には、各大学から単位や修了証等が付与されるが、

本プログラムで修得した単位等を本学の単位として認定できるかどうかは所属部局の判断による。本プロ

グラムで修得した単位が必ずしも本学の単位となるとは限らないため、納得した上で申請すること。単位

認定の手続き等については、派遣時に所属する予定の部局の担当部署にて事前に確認及び相談すること。 

※各部局の担当部署については、後日「海外留学の案内」ホームページに掲載予定。 
http://www.adm.u-tokyo.ac.jp/res/stuex/university/un_iaru_gsp.html 

 
６．費用 

コースにより異なるため、IARU GSPホームページで確認すること。原則として、留学に要する経費は自
己負担とする。 
（１）コースによっては、本学から参加費の一部を補助することもある。参加費の補助を希望する学生は、

申請書にその理由を簡潔にまとめて記入すること。参加費補助の有無や金額は、コース参加費用及び本学

での IARU GSP予算状況等を勘案の上、決定する。 
（２）コースによっては、派遣先大学等から奨学金が支給される場合もある。 
 
７．応募締切 

所属部局により異なるので、各自現在所属する部局の担当部署に確認すること。 

※IARU GSP共通のホームページ等に記載されている締切日（3月 2日）とは異なるので注意すること。 

【参考】How to Apply  http://www.iaruni.org/global-education-initiatives/global-summer-program/courses-2011/how-to-apply 
 
８．応募方法 

（１）「９．応募書類」欄に記載の応募書類一式を紙媒体で、現在所属する部局の応募締切日までに、現在所

属する部局の担当部署へ提出すること。 
（２）紙媒体とともに、応募書類のうち①派遣申請書（Wordファイル・署名前のもの）、②Application Form
（Wordファイル）③成績評価係数計算表（Excelファイル）については、応募締切日までに現在所属する
部局の担当部署宛にメール添付でも送付すること。 
送付先：所属部局担当部署 
メールタイトル：2012 IARUGSP派遣申請（所属・氏名） 
データファイル名：「（所属・氏名）2012 IARU GSP申請書」 
         「（所属・氏名）2012 IARU GSP Application Form」 

「（所属・氏名）2012 IARU GSP成績評価係数計算表」 
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９．応募書類 

① 2012 IARU Global Summer Program派遣申請書（所定様式・和文） 
  必ず署名を入手すること。 
② 2012 IARU Global Summer Program Application Form（所定様式・英文） 
 ③ 成績評価係数計算表（所定様式） 
 （①～③の様式は本学「海外留学の案内」ホームページからダウンロードすること。 
    http://www.adm.u-tokyo.ac.jp/res/stuex/university/un_iaru_gsp.html ） 
④ 大学入学後全学期の成績証明書（英文又は和文）の写し 

 ⑤ 英語能力を証明する書類 
原則として、英語能力を証明できるものとして、次のいずれかを提出すること。 
・以下の英語能力試験（1つ以上）を受験している場合は、その証明書の写し： 
 TOEFL PBT/iBT/CBT、IELTS、TOEIC、実用英語技能検定 
（受験後にウェブ上で確認できるスコアの写しでも可とする） 

・その他の英語能力試験等の成績証明書を提出する場合は、その成績証明書の写しと併せて、その英語

能力試験等に関する説明文書（様式任意。ただし A4 サイズ）を提出すること。説明文書の内容には、
試験概要や、上記の英語能力試験への成績換算表等を含めること。 
・英語能力試験等を受験していない場合は、参加コースを受講するのに必要な英語能力を有しているこ

とを説明する理由書（様式任意。ただし A4サイズ）を提出すること。（例：英語圏の高等学校を卒業、
等） 

 
１０．選考 

（１）本学において 3 月中旬に学内選考を行い、派遣候補学生を各大学に推薦する。学内選考では、提出さ
れた書類を審査し、希望順位を勘案して選考を行う。IARU GSPでは原則学部レベルのコースが提供され
るため、学内選考にあたっては学部学生を優先する。ただし、学年制限等の条件が設けられているコース

についてはその限りではない。 
（２）学内選考のために面接審査を行うこともある。面接を実施することになった場合、面接日時等は本部

国際交流課から申請者に直接連絡するため、３月中旬はメールや電話に注意しておくこと。 
（３）３月下旬に派遣先大学における審査が行われる。受入が決まった学生には、4月 13日までに派遣先大
学から直接メールで連絡があり、指定日（4月 20日の予定）までに参加意思の回答等を行うこととなって
いる。当該日の前後はメールに注意しておくこと。 
（４）選考の結果は４月下旬頃（予定）までに、申請時及び派遣時の所属部局の部局長あてに通知する。 
 
１１．受入決定後の留意事項 

（１）入学手続き及び渡航手続き等は、派遣先大学等の指示に従い、本人の責任により行うこと。また、こ

れらに要する費用も本人の負担となる。 

（２）やむを得ない事情により派遣を辞退しなければならない場合は、早急に所属する部局の担当部署を通

じて本部国際交流課へ連絡すること。 

（３）一般的な留学のための情報や危機管理等については、本学ホームページ「東京大学 海外留学の案内」

を参照すること。（http://www.adm.u-tokyo.ac.jp/res/stuex/index.html）また、派遣期間をカバーする海
外旅行傷害保険等に各自必ず加入して渡航すること。 
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（４）所属部局の指示に従い、「留学」等の海外渡航に必要な手続きを行うこと。（手続きについては、派遣

時に所属する部局の担当部署にて相談すること。） 
（５）指導教員等の関係者には事前に連絡するなどして，海外に一定期間派遣されることにより指導教員等

の関係者に迷惑をかけないよう努めること。 

（６）5月～6月頃、派遣学生へのオリエンテーションを開催するため、やむを得ない事情がない限り参加す
ること。 

 

１２．コース参加の際の注意事項 

（１）IARU GSPの趣旨を十分理解の上、充分な学習成果を挙げ、受講コースを修了することに努めること。 

（２）本学から選抜された代表学生として海外の大学に派遣されることを自覚し，派遣先大学・国の法令、

規則、規程、マナー等を遵守すること。 

 

１３．留学後の報告等 

（１）派遣学生は、プログラム終了日から 2週間以内（必着）に「2012 IARU GSP報告書」（所定様式）を
本部国際交流課へ提出すること。 
（２）各種奨学金を受給した場合は、上記以外にも指定された報告書類を提出すること。 
（３）本プログラムに参加し所定の要件を満たした場合には、各大学から単位や修了証等が付与されるが、

本プログラムで修得した単位等を本学の単位として認定できるかどうかは所属部局の判断による。本プロ

グラムで修得した単位等が必ずしも本学の単位となるとは限らない。（単位認定の手続き等については、所

属する部局の担当部署にて事前に確認及び相談すること。） 

（４）応募時の申請書に記載の住所や電話番号・メールアドレスに変更があった場合は、所属部局で所定の

手続きを行うとともに本部国際交流課へも連絡すること。帰国後の成績証明書や修了証の送付・必要事項

の連絡の際に必要となる。 
（５）やむを得ない事情のない限り、帰国後に開催する IARU GSP報告会・説明会等には極力参加し、IARU 

GSPの広報や次年度以降の参加希望学生へのアドバイスにできる限り協力すること。 
 
１４．関連ホームページ 

IARU GSP共通ホームページ（IARU 加盟各校共通ページ。各コースの説明等）： 
http://www.iaruni.org/gsp 
東京大学 IARU GSPホームページ（IARU GSPの本学学生向け情報）： 

http://www.u-tokyo.ac.jp/en/about/international-activities/gsp/for-todai-students.html 
東京大学「海外留学の案内」ホームページ（IARU GSP応募に関する情報）： 

http://www.adm.u-tokyo.ac.jp/res/stuex/university/un_iaru_gsp.html 
 

１５．問い合わせ先 

（１）申請の手続きに関すること：現在所属する部局の担当部署 

（２）単位認定等、本学での学務関係の事項：派遣時に所属する部局の担当部署 
（３）各コースの内容等：IARU GSP共通ホームページに掲載の各大学の GSP Coordinators 
（４）その他の事項：本部国際交流課学生・研究者交流チーム（iaru.gsp@adm.u-tokyo.ac.jp） 
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	2012 IARU GSP学内募集要項


提出用

				2012 IARU GSP 申請用　成績評価係数計算表 シンセイヨウセイセキヒョウカケイスウケイサンヒョウ

				学部・研究科 ガクブケンキュウカ																		学年 ガクネン

				氏名 シメイ																		学生番号 ガクセイバンゴウ

				※別シートの記入例を参考の上、青色部分を入力してください。成績評価係数が自動計算されます。
・大学学部１年次から応募時に至るまでに修得した成績の平均点（成績評価係数）の算出が求められます。
・大学院学生は、学部と大学院の成績を通算して成績評価係数を算出します。 ダイガクガクブネンジオウボジイタシュウトクセイセキヘイキンテンセイセキヒョウカケイスウサンシュツモトガクセイセキツウサン

				学歴 ガクレキ

				学部 ガクブ						大学 ダイガク								学部 ガクブ

				大学院修士課程 ダイガクインシュウシカテイ						大学院 ダイガクイン								研究科 ケンキュウカ

				大学院博士課程 ダイガクインハカセカテイ						大学院 ダイガクイン								研究科 ケンキュウカ

				成績評価 セイセキヒョウカ										①
成績評価
ポイント セイセキヒョウカ		②単位数（成績評価毎の合計）
※授業科目数ではありません。単位数です。 タンイスウセイセキヒョウカゴトゴウケイ								③ポイント×単位数
（①×②） タンイスウ

				4段階 ダンカイ				5段階 ダンカイ				100点満点 テンマンテン				学部 ガクブ		修士 シュウシ		博士 ハクシ		合計 ゴウケイ		学部 ガクブ		修士 シュウシ		博士 ハクシ		合計 ゴウケイ

								A		S		100-90		3								0		0		0		0		0

				優 ユウ		A		B		A		89-80		3								0		0		0		0		0

				良 リョウ		B		C		B		79-70		2								0		0		0		0		0

				可 カ		C		D		C		69-60		1								0		0		0		0		0

				不可 フカ		F		F		F		59～		0		―		―		―		―		計算に含めない ケイサンフク

														合計 ゴウケイ		0		0		0		0		0		0		0		0

																④成績評価係数



　　　　　　　　申請書に記載→								学部 ガクブ		0.00

																								修士 シュウシ		0.00

																								博士 ハクシ		0.00

																								通算 ツウサン		0.00

																								※小数点第三位が四捨五入されます ショウスウテンダイサンイシシャゴニュウ

				【成績評価係数の算出方法】 セイセキヒョウカケイスウサンシュツホウホウ

				成績評価係数は、成績証明書に基づき、次のように算出願います。 セイセキヒョウカケイスウセイセキショウメイショモトツギサンシュツネガ

				①4段階評価（「優、良、可、不可」など）はそれぞれ（3,2,1,0）という数値に換算します。 ダンカイヒョウカユウリョウカフカスウチカンサン

				　 5段階評価（「A、B、C、D、F」など）はそれぞれ（3,3,2,1,0）という数値に換算します。 ダンカイヒョウカスウチカンサン

				②成績証明書を見て成績評価毎に単位数（※授業科目数ではありません。単位数です。）を数えあげ、単位数欄に入力します。 セイセキショウメイショミセイセキヒョウカゴトタンイスウカゾタンイスウランニュウリョク

				　 不可やFは単位数に含めません。

				③、④は自動的に計算され表示されるため、すでに入力されている計算式を変えないで下さい。 ジドウテキケイサンヒョウジニュウリョクケイサンシキカクダ

				※成績評価のうち、不可は成績評価係数算出に含める必要はありません。合格、不合格の２段階評価など成績評価が出ていないものについても、含めないで算出してください。 セイセキヒョウカフカセイセキヒョウカケイスウサンシュツフクヒツヨウゴウカクダンカイヒョウカフクサンシュツ

				（参考）
計算式：
　［（成績評価ポイント3）×（単位数）+（成績評価ポイント2）×（単位数）+（成績評価ポイント1）×（単位数）］÷総修得単位数 サンコウケイサンシキセイセキヒョウカタンイスウソウシュウトクタンイスウ





記入例

				2012 IARU GSP 申請用　成績評価係数計算表 シンセイヨウセイセキヒョウカケイスウケイサンヒョウ

				学部・研究科 ガクブケンキュウカ						○○○○研究科 ケンキュウカ												学年 ガクネン				博士1年 ハカセネン

				氏名 シメイ						東大　太郎 トウダイタロウ												学生番号 ガクセイバンゴウ				XXXXXX

				※別シートの記入例を参考の上、青色部分を入力してください。成績評価係数が自動計算されます。
・大学学部１年次から応募時に至るまでに修得した成績の平均点（成績評価係数）の算出が求められます。
・大学院学生は、学部と大学院の成績を通算して成績評価係数を算出します。 ダイガクガクブネンジオウボジイタシュウトクセイセキヘイキンテンセイセキヒョウカケイスウサンシュツモトガクセイセキツウサン

				学歴 ガクレキ

				学部 ガクブ						　●●大学 ダイガク								●●学部 ガクブ

				大学院修士課程 ダイガクインシュウシカテイ						東京大学大学院 トウキョウダイガクダイガクトウダイ								○○○○研究科 ケンキュウカ

				大学院博士課程 ダイガクインハカセカテイ						東京大学大学院 トウキョウダイガクダイガクイン								○○○○研究科 ケンキュウカ

				成績評価 セイセキヒョウカ										①
成績評価
ポイント セイセキヒョウカ		②単位数（成績評価毎の合計）
※授業科目数ではありません。単位数です。 タンイスウセイセキヒョウカゴトゴウケイ								③ポイント×単位数
（①×②） タンイスウ

				4段階 ダンカイ				5段階 ダンカイ				100点満点 テンマンテン				学部 ガクブ		修士 シュウシ		博士 ハクシ		合計 ゴウケイ		学部 ガクブ		修士 シュウシ		博士 ハクシ		合計 ゴウケイ

								A		S		100-90		3								0		0		0		0		0

				優 ユウ		A		B		A		89-80		3		50		30		10		90		150		90		30		270

				良 リョウ		B		C		B		79-70		2		90		2		2		94		180		4		4		188

				可 カ		C		D		C		69-60		1		10		2		0		12		10		2		0		12

				不可 フカ		F		F		F		59～		0		―		―		―		―		計算に含めない ケイサンフク

														合計 ゴウケイ		150		34		12		196		340		96		34		470

																④成績評価係数



　　　　　申請書に記載→								学部 ガクブ		2.27

																								修士 シュウシ		2.82

																								博士 ハクシ		2.83

																								通算 ツウサン		2.40

																								※小数点第三位を四捨五入 ショウスウテンダイサンイシシャゴニュウ

				【成績評価係数の算出方法】 セイセキヒョウカケイスウサンシュツホウホウ

				成績評価係数は、修得科目確認表又は学業成績証明書に基づき、次のように算出願います。 セイセキヒョウカケイスウマタガクギョウセイセキショウメイショモトツギサンシュツネガ

				①4段階評価（「優、良、可、不可」など）はそれぞれ（3,2,1,0）という数値に換算します。 ダンカイヒョウカユウリョウカフカスウチカンサン

				　 5段階評価（「A、B、C、D、F」など）はそれぞれ（3,3,2,1,0）という数値に換算します。 ダンカイヒョウカスウチカンサン

				②修得科目確認表を見て成績評価毎に単位数を数えあげ、単位数欄に入力します。不可やFは単位数に含めません。 シュウトクカモクカクニンヒョウミセイセキヒョウカゴトタンイスウカゾタンイスウランニュウリョクフカタンイスウフク

				③、④は自動的に計算され表示されるため、すでに入力されている計算式を変えないで下さい。 ジドウテキケイサンヒョウジニュウリョクケイサンシキカクダ

				※成績評価のうち、不可は成績評価係数算出に含める必要はありません。合格、不合格など成績評価が出ていないものについても、含めないで算出してください。 セイセキヒョウカフカセイセキヒョウカケイスウサンシュツフクヒツヨウゴウカクフクサンシュツ

				（参考）
計算式：
　［（成績評価ポイント3）×（単位数）+（成績評価ポイント2）×（単位数）+（成績評価ポイント1）×（単位数）］÷総取得単位数 サンコウケイサンシキセイセキヒョウカタンイスウソウシュトクタンイスウ



単位数入力の際の注意点！
それぞれの科目の単位数を数え上げてください。
科目数を数え上げるのではないので注意してください。
例）
　　科目A　（２単位）　　　　　この場合の単位数は「９」となります。
　　科目B　（４単位）　　→　 単純に科目数だけを数えた３では
　　科目C　（３単位）　　　　　ありません。
計　３科目　９単位






2012 IARU Global Summer Program (IARU GSP) 派遣学生申請書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2012年　　月　　日


私は、派遣時に所属する部局の担当部署から、派遣に関しての留意点の説明を受け、納得した上で標記募集に申請します。

		１．氏名

※日本語及びアルファベット

		例）東大　太郎

TODAI Taro　(FAMILY→Given)　　

		２．学籍番号

		



		３．生年月日・年齢・

　　性別

		　19　　年　　月　　日　　　

　　　歳（2012年4月1日現在）　　性別：

		４．国籍

		



		５．本人の連絡先


（申請時）

		Email :


※E-mailを使って受入可否等重要な情報を連絡するため、間違いの無いよう注意すること。


携帯電話番号 :　　　　　　　　その他電話番号：

住所  : 〒



		６．派遣期間中の

緊急連絡先

		　氏名（続柄）：

電話番号 :

住所  : 〒



		７．現在の所属・年次

		学部・研究科等

		



		

		学科・専攻・科類

		



		

		年次

		



		

		入学（進学）年月

		



		８．派遣時の所属・年次


（予定を含む）

		学部・研究科等

		



		

		学科・専攻・科類

		



		

		年次

		



		

		入学（進学）年月

		



		９．参加希望コース

		（第一希望）大学名

		



		

		コース名

		



		

		コース期間

		2012/MM/DD ~ 2012/MM/DD



		

		（第二希望）大学名

		



		

		コース名

		



		

		コース期間

		2012/MM/DD ~ 2012/MM/DD



		10．参加費補助の希望

		参加費補助を　□希望する　□希望しない

理由：






		11．特記事項

		※健康面で留意すべき事項、その他特に記載すべき事項がある場合は記入すること



		12．成績評価係数

		　　　　　点　※「成績評価係数計算表」の「④成績評価係数」を記載すること。



		13．英語能力

		試験名・スコア等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（    　年　 月受験）



		14．卒業・修了後の

進路希望

（参考。審査には影響しない）

		1.研究職　2.専門職（医師・法曹・会計士等）　3.公務員　4.非営利団体　


5.民間企業　6.起業　7.その他（　　　　　　　　　　）



		　　志望理由（日本語又は英語）

		【記載すべき内容】


・海外滞在歴があれば、その国名・時期・目的等


・IARU GSPへの参加を思い立ったきっかけや動機について

・IARU GSPへの参加の目的と意義（将来の計画や進路について）

※本枠内に収め、申請書が2ページを超えないように記載すること。





		16．担当・指導教員として、上の学生がIARU GSP派遣学生の募集に申請することを了承する。

　　（派遣時に担当・指導教員を持たない場合は、なしと記入すること）

　　　所属／職／氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



		17．派遣時に所属する部局の担当者として、IARU GSP参加に関して学務上の留意点を上記学生に説明しました。（下に、説明を行った部署の担当者による自筆署名あるいは捺印をお願いします。）


所属／職／氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





15.















PAGE  
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Before completing your application, please ensure you have read ‘Information for Applicants’ at www.iaruni.org/gsp/application

[image: IARUwebbanner]



All fields are mandatory unless stated otherwise




1. Personal Details 



		Home University

		     



		Family Name

		     



		Given Name

		     



		Student ID

		     



		Date of Birth

(dd/mm/yyyy)

		     



		Nationality on Passport

		     

		Sex

		[bookmark: Check1][bookmark: Check2] |_| Male  |_| Female      



		Term Address

(Address while at Home University)

		



		Permanent Address

		



		Telephone Number 
(Including country and city codes)

		     

		Mobile/Cell Number
(Including country code)

		



		Primary Email Address*

		     



		Alternate Email Address*

		     



		*Please note that email will be used as the primary method of contacting applicants







2. Special Requirements (optional)



		Please let us know if you have special requirements so that we may make appropriate arrangements

		     







3. Emergency Contact



		Name

		     

		Relationship to you

		     



		Telephone Number 
(including country and city codes)

		     

		Mobile/Cell Number
(including country code)

		     



		Contact address

		     



		Email address

		     






4. Academic Details



		What is your degree program? 

		     



		What is your current year of study?

		     



		What is your major?

		     



		What is your current GPA? 

(or equivalent)

		     



		If English is not your first language, please provide evidence of English Language proficiency 
(such as TOEFL, IELTS or ‘O’ level English scores)



		     







 5. Course Selection 



Please select the course to which you are applying by marking a cross in the relevant course code box.



For applications to Peking University and the University of Tokyo, you may participate in more than one course at the same university.   Please ensure that you have checked each course for specific requirements and fee structure before you proceed.



If you are applying for more than one course at different universities, please use a separate application form for each course and notify the IARU GSP Coordinator at your home university that you are applying for more than one course. 



		AUSTRALIAN NATIONAL UNIVERSITY



[bookmark: Check3]|_|   ANU1: Long-term Biodiversity & Climate Change in Asia-Pacific (2 - 20 July)


[bookmark: Check4]|_|   ANU2: International Environmental Policy (3 - 20 July)
    



		ETH ZURICH



[bookmark: Check5]|_|   ETH1: Global Food (1 - 20 July)  



		NATIONAL UNIVERSITY OF SINGAPORE



[bookmark: Check6] |_|  NUS1: Southeast Asia in Context (18 June - 20 July)

Besides Southeast Asia in Context which is a compulsory module, students are required to take one other
elective module.  Please choose either:  


[bookmark: Check7]	|_|   Southeast Asian Social History (Field trip to Thailand and Cambodia), or   

[bookmark: Check8]	|_|   Southeast Asia's Cultural Mosaic (Field trip to Java, Indonesia)

	

[bookmark: Check9]|_|   NUS2: Asia Now 1 - Southeast Asian Cosmopolitan Urbanism (25 June - 13 July)   

[bookmark: Check10]
|_|   NUS3: Asia Now 2 - Sustainable Urbanism in Asia (25 June - 13 July)  





		PEKING UNIVERSITY

Peking University has designed these courses to be taken as standalone or concurrent courses.  You may also take an optional Chinese language course.  Please note that a single packaged tuition fee applies regardless of the combination of courses you choose.



[bookmark: Check11]|_|  PKU1: Population Aging and Health (2 - 27 July)


[bookmark: Check12]|_|  PKU2: Regional Traditions and the Chinese Society (2 - 27 July)



[bookmark: Check13]|_|  (optional) Chinese Language Course (2 - 27 July) 



		UNIVERSITY OF CALIFORNIA, BERKELEY


[bookmark: Check14]|_|  UCB1: Summer Peace Institute (4 June - 13 July)



[bookmark: Check15]|_|  UCB2: Islam 2.0: Media & the Re-shaping of Muslim Identity in the 21st Century (2 July - 10 August)



		UNIVERSTIY OF CAMBRIDGE



[bookmark: Check16]|_|  CAM1: Shaping the World: Understanding the Past, Predicting the Future (8 July - 4 August)





		UNIVERSITY OF COPENHAGEN



[bookmark: Check17]|_|  COP1: Kierkegaard: The Individual in the Global Society (4 - 27 July)



[bookmark: Check18]|_|  COP2: Security: Theories, Practices & Dilemmas of Widening the Concept (13 - 24 August)

   

[bookmark: Check19]|_|  COP3: Interdisciplinary Aspects of Healthy Aging (5 - 23 July)





		UNIVERSITY OF OXFORD



[bookmark: Check20]|_|  OXF1: Global Challenges of the 21st Century (25 June - 20 July)

    



		THE UNIVERSITY OF TOKYO

The University of Tokyo has designed these courses to be taken as standalone or concurrent courses (any combination of TOK2, TOK3 and TOK4). Please note that a separate tuition fee applies for each course, including an Introduction to the Japanese Language. 



[bookmark: Check21]|_|  TOK1: Introduction to Japanese Language* (2 - 13 July)  

        (must be combined with another TOK course and only for beginners, with no knowledge of the language) 

    

[bookmark: Check22]|_|  TOK2: Sustainable Urban Management (2 - 13 July)

 

[bookmark: Check23]|_|  TOK3: Japan in Today's World (12 - 27 July) 

  

[bookmark: Check24]|_|  TOK4: Nanoscience (12 - 26 July)  





		YALE UNIVERSITY



[bookmark: Check25] |_|  YALE1: Topics in International Economics (2 July - 10 August)

[bookmark: Check26]
 |_|  YALE2: Sustainability and Institutions:  Enabling Innovation and Transformation (2 July - 10 August)











6.  Statement of Purpose



		Please write a brief statement of purpose (maximum 500 words) detailing your reasons for applying to this course. 

Your statement of purpose should include what you hope to get out of the course, and what you are likely to contribute to the intellectual life of the program.  You may like to include details of related courses you have previously taken, and/or the relevance of the program to your present course of study or professional development (maximum 500 words).





		     









7. Other Information



Please include any extra-curricular involvement or experiences that may be relevant to your application e.g. work experience, volunteer activities, community involvement, sporting/cultural achievements (maximum 500 words)



		     







8. Declaration



		[bookmark: Check31]|_|

		I wish to apply to participate in the 2012 IARU Global Summer Program, and declare that the information submitted in this application is correct and complete.  I have read “Information for Applicants” at www.iaruni.org/gsp/application



		[bookmark: Check27]|_|

		I agree to notify the GSP Coordinator at my home university if there is any change to the information I have provided in this application.



		[bookmark: Check28]|_|

		I authorize my home university to obtain official records from any institution I have attended, and acknowledge that my university reserves the right to vary or reserve any decision regarding nomination made on the basis of incorrect or incomplete information.



		[bookmark: Check29]|_|

		I authorize my institution to access my academic transcript; and if nominated, forward it to the relevant GSP host institution.  Please do not send your academic transcripts (original or copies) to the GSP coordinators.  If your university does not issue interim academic transcripts, please skip this item.



		[bookmark: Check30]|_|

		I agree that upon successful completion of the 2012 IARU Global Summer Program, the IARU Secretariat can contact me if there are any centrally coordinated IARU GSP activities, and send me updates as a former GSP participant (you may choose to at a later date to unsubscribe from the GSP mailing list).











If you are shortlisted by your university to attend a GSP course, you may be requested to provide additional information.



Please submit your completed application form via email to the IARU GSP Coordinator at your home institution (listed below).  ANU submissions are via e-applications.  Please ensure you have a copy of your application for your own records.  All applications must be received by 2 March 2012. 



		University

		Contact Address

		University

		Contact Address



		The Australian National University

		Submission via e-application http://drss.anu.edu.au/isa/gsp/

		University of Cambridge

		international@admin.cam.ac.uk



		ETH Zurich

		mobilitaet@rektorat.ethz.ch 

		University of Copenhagen

		iaru.gsp@adm.ku.dk



		National University of Singapore

		iaru.gsp@nus.edu.sg 

		University of Oxford

		studyabroad@admin.ox.ac.uk



		Peking University

		zhongmingshi@pku.edu.cn 

		The University of Tokyo

		Please email your faculty or graduate school office



		UC Berkeley

		gsp@berkeley.edu 

		Yale University

		kathy.trputec@yale.edu 







image1.wmf

2012 IARU Global Summer Program




image2.jpeg

INTERNATIONAL ALLIANCE OF
RESEARCH UNIVERSITIES






